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一人ひとりを大切にする保育
―0歳児クラスの担当制による乳児保育の観点から―
伊藤　美保子※ 1・宗髙　弘子※ 2・西　隆太朗※ 1
Caring for Each and Every Child: Early Childhood Care in the Permanent 
Teacher Assignment System in an Infant Class
Mihoko Ito, Hiroko Munetaka and Ryutaro Nishi
　It is widely recognized that the permanent teacher assignment system is an 
effective method in early childhood care. Existing researches has been mainly focused 
on the general principle of the system, but the practical intricacies have rarely been 
investigated, though they are quite important in childcare. We observed the practice 
of the system in an infant class throughout the year and depicted the specifics of the 
design of the system, intaking families, the way of nursing, play, and the growth of the 
class as a community.













































































































　X 年 4 月〜翌年 3 月の 1 年間，A 保育園












　図 3 は，図 1 に対応する 7 月時点での保
育士の動きを示したものである。もちろん
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スからクラスへの一種の「慣らし保育」と
しての意義を持っていると言えるだろう。
進級の際，子ども達は大きくなった喜びと
ともに，環境の変化によるさまざまな揺れ
も体験する13）。そのような揺れも起こって
くる時期を，急激な変化や過去からの切断
としてではなく，担当保育士とともに自然
な移行の時期としていくことは，子どもの
育ちを支えることにつながるであろう。
4．結　　語
　0 歳児クラスにおける担当制について，
年間を通しての観察からその実際的側面を
明らかにしてきた。その中でも述べてきた
ように，担当制をしていることそのものや，
その形式ばかりでなく，担当制のもとで保
育士がどう子ども達の表現を受け止め，ど
うかかわっているかが重要だと考えられ
る。担当制が本来意味するものは，保育の
方法や仕組みというよりも，保育士の心が
その子の心とつながること，その子の心と
ともにあるということではないだろうか。
これまで明らかにしてきた 0 歳児クラスに
おける担当制の実際も，単に保育をスムー
ズにする方法や工夫としてではなく，子ど
も達一人ひとりが本当に大切にされている
と感じられる保育を実現していくものと捉
えられるべきであろう。
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